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「地域の産業連携によるCO2フリー社会実践プロジェクト」
フレームワーク（案）～山口県周南地区をケーススタディーとして～
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目的
「社会課題解決に向けての政策提言と社会実装」
地域産業連携および地域コミュニティー連携によるCO2削減を目指すプランを策定し、社会実践を行うことを目的とする。

目標
2035年までにCO2排出量を50％削減し、2050年にはカーボンニュートラル、その先にはカーボンネガティブとするグランドデザインを作成し実践する。

周南地区の特徴：
苛性ソーダを軸とする無機化学とオレフィン系の有機化学が融合
鉄鋼、セメント、ファインケミカルなどの多彩な素材型産業が集積
余剰水素がある

この周南地区プロジェクトを工学的なモデル、地域産業政策的なモデルとして確
立し、日本全体、そして世界にも展開できるようにする。

また、活動の過程で成果は広く公表し、対象地区以外への展開を容易にし、政策
提言につなげる。周南地区マップと主な企業

従来の石油化学コンビナート
の連携プロジェクト

今回の地域連携によるCO2フリー
社会実践プロジェクト

周南地区の推定CO2排出量：
1600万ton-CO2/year

地域全体での物質循環を
考えた全体プロセス検証

CO2削減
環境調和

エネルギー脱炭素
カーボンリサイクル

化学工学会の知見、
イノベーション力

地域の他産業
との連携
（一次産業・二次産業・三次産業）

石油化学関連企業連携

全工程からの廃熱の
カスケード利用

コンビナートの競争力強化

石油化学コンビナートの
原料・廃棄物の有効利用による

（鹿島ルネッサンス，RING等）

自動化・AI



2050年CN社会実現のために
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未来社会構築
(Grand design)
システム計算
（Simulation)

これを成立
させる

プロセス開発
制度制定

システム構想

新技術
（ラボベース）

物質収支 反応熱収支

品質 コスト(競争力)

社会実装

環境負荷

法令整備 制度整備

教育 社会受容性

雇用

[1] 社会構造・産業構造の変革も含めた未来社会をデザインする ・現在の化学産業の基本プロセスは30, 40年前に確立
・これとは異なった新たなプロセスの開発が必要

これまで誰も考えなかった（無理だと思って
いた）プロセスの開発に挑戦する必要あり。
これが差別化、競争力の源泉になる。

化学産業の創成期 * のように
化学会社＋セメント会社＋鉄鋼・・・
大学
エンジニアリング会社

が力を合わせて挑戦できる仕掛けが必要
* 流動層の発明（固体触媒をあたかも流体のように）
精留塔の発明（石油を連続的に供給、留分を連続的に分離）等

1940 1960 1980 2000 2020 2030

経済的な豊かさの追求 経済と環境の両立

化石資源からの大量生産

心の豊かさの追求

循環型社会

持続可能な社会

[2] Efficiencyから人と社会のSufficiencyへ

https://www.scej.org/sapporo/indexSD.html



化学産業の具体的な検討項目（一例）

①適切な水素キャリアの選定および運用

改質水素
（オフガス）

②地区水素需要の調査

排CO2

③オフガスからのメタノール合成の可能性
（CO2、水素を高純度化することなく使用）
④省エネ分離プロセスの検討

MTO
⑤製造するオレフィンの調査
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バイオマス
廃棄物



産業の融合

波及効果

2050年カーボンニュートラルに向けて社会変革、産業変革
国際的な課題に対して日本が世界をリード ＋ 国内産業の活性化
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時代の先頭に立ち、基盤強化と地域協調の仕組みの構築
知のプロフェッショナルとして総合力を発揮
英知集結の場として機能し、産学官連携で推進

地域内連携

技術力強化

（例）化学産業とセメント産業
化学産業と鉄鋼産業

地域全体のライフサイクル（含む民生）

システム計算とプロセス開発

周南地区に実装し、
他の地域や他の産業に
その技術と方法論を展開



2050年CNおよび炭素循環社会の達成に向けた化学の果たすべき役割
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・CNおよび炭素循環においては、産業・社会が融合した新たなシステム作りと、化石燃料代替に資する技術や廃棄物から化学品に
転換する技術など 数々のイノベーションが必要である。

・多様な地域文化やビジョンに基づく炭素循環社会を実現していく。
・化学工学会は産学官連携で 適なソリューションを提案していく。

化学の日パネルディスカッション資料より抜粋


